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お客様プロファイル

お客様が実現できたこと

□喫緊の課題解決はもちろん将来を見据えた拡張性
と可用性を併せ持つ仮想化で情報基盤を再構築！

□将来的にBCP対策を施すことが可能な基盤構成を
実現！

□学生のマルチデバイス環境対応、統合データベース、e
ポートフォリオ等、将来的に様々なシステムの受け皿に !
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○	「親鸞聖人の体せられた仏教精神に
もとづく人間教育」を建学の精神
に 2016 年に創始 117 年をむかえ
た学校法人京都女子学園。この京
都女子学園を母体に「知性と情操
を高め、人間としての自覚を深め
るとともに、すべてのいのちを平
等に愛する豊かな心を培うことに
よって、真の人間を育成する」の
教育理念を掲げるのが京都女子大
学。その長い女子教育の歴史を礎
に、1949 年に創設された。文学部、
家政学部、現代社会学部、発達教
育学部、法学部を設置。歴史と伝
統を大切に育みながら、時代の要
請に応えるべく、新たな挑戦を続
けている。
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単なるシステムのリプレイスではなく
将来を見据えた拡張性と
可用性を併せ持つ仮想環境基盤を構築！

「京女」の略称で親しまれ、2011年には女子大学で初となる法学部
の設置など、広く耳目を集めている京都女子大学。女性の地位向上と
活動の場の拡充を求め、優れた人材を多数育成してきた歴史と伝統を
継承しながら、さらなる発展に向けて新しい学びを実践している。少
人数教育を重視し、全学部で 1 回生から教員と学生が近い距離で対
話し学びを深めているのも、その好例だ。そういったきめ細かい教育
は、大学全体で展開する外国語教育、情報教育、キャリア開発教育な
どでも実践され、女性の進路選択や就職活動に精通した専門スタッフ
によるサポート体制も充実するなど、実社会で活躍できる人材の養成
に余念がない。そんな同校は、他校に先駆け教育現場への ICT 活用
を積極的に推進。今回、2006 年に導入し 9 年間使用した基幹シス
テムを担うサーバ群の大規模な刷新に乗り出した。



お客様のご要望

オンプレミスで導入運用するサーバ群が10年近く経過。
周辺のネットワーク機器類も老朽化が進み更新が必須。

ハードウェアに関してはメーカー保守も終了。日常の
運用負荷に加え障害発生時のリスクを取り除きたい。

単純なハードウェアやシステムの更新ではなく、将来的に
継続していく教育の品質向上に寄与するものにしたい。

お 客 様 の 声

学校法人　京都女子大学
ネットワーク管理責任者

e ラーニング推進センター長
教授 博士（工学）

宮下　健輔氏

「moodleやvThriiなど気に
なる製品が多いのは魅力」
「OSS を引っ張ってきて自分
たちで作るという行為が好き。
そんな学究畑のユーザが喜びそ
うな自社製品やソリューション
を提案してくれるので、毎回盛
りあがりながらプロジェクトを
進めていけました。細かいこと
ですが、意外に本質的な CITS
の実力を知れる一端かもしれま
せんね」

導入前の課題と背景
老朽化による運用リスクを早急に取り除きたい

　京都女子大学が情報基盤のサーバ仮想化に臨んだ経緯をお願いします。

「従来から少人数のスタッフ体制のもと、オンプレミスで情報基盤の構築・

運用に臨んできました。そんな中、私たちなりに業務の効率化や低コスト化

も図ってきました。2006 年に導入した基幹システムのサーバ群（38 台）は、

うち30数台がApple製のXserveで、導入当時は革新的な取り組みとして注

目されました。しかし、導入から約9年間が経過しており、いろいろな面で

限界に近づいていました。特にMac OS X のバージョンアップに伴い、

2011年にはメーカーでも生産中止・サポート終了となりました。それから

は中古のXserveを調達し、筐体から電源やメモリなどを抜き出して交換す

るなど、薄氷を踏む思いで運用を継続していました。それだけに、万一すぐ

に対応・復旧ができないようなトラブルをサーバが抱えた場合、絶対に止め

てはならない学内サービスが停止する事態を招く、非常に大きなリスクを抱

えていたわけです。このリスク回避が、なによりの課題でした」（宮下氏）

導入の必然性
ハードウェアに縛られないサーバ仮想化を選択

　課題解決に向け、どのような取り組みが行われたのでしょうか。

「どれほど時代の先端を行くシステムやハードウェアを導入しても、やはり

時間が経てば陳腐化は免れません。それだけに、保守期限のあるハードウェ

アを極力減らしたいと痛感しました。そんな中で解決策として検討したのが

サーバの仮想化、2012年のことです」（中山氏）

「2012年当時、サーバの仮想化と言えば CISCOのUCSとVMWareの組

み合わせソリューションが非常に評価されているという印象を受けていまし

た。そこで、情報収集もかねて前基幹システム Xserve の構築を担当したキ

ヤノン IT ソリューションズに相談しました。するとキヤノン IT ソリューショ

ンズでも仮想化を手掛けているということを知ったのです」（宮下氏）

「実はその頃、“キヤノンと言えば Mac”というイメージが強かっただけに、

学校法人　京都女子大学
ネットワーク運用責任者

准教授 博士（工学）
中山　貴夫氏

「総合SIerとしての実力を
実感しました」
「今だから笑って話せますが、
旧システムのアプライアンスが
飛んだ時は、私たち運用サイド
全員が頭を抱える始末。そんな
時も、慌てず騒がずしっかり受
け止めてくれ、最短時間で復旧
してもらえたのには、感謝しか
ありません。総合 SIer の底力
を実感しましたね」



正直なところ仮想化の構築まで行っていることは知ら

なかったですね」（中山氏）

　とはいえMac導入ではない今回は、いかがでしたか。

「Macに精通しているからこそ、マイグレーションも

お手の物だろうと想像したのもひとつです。ただ、当時

はまだ私たちにとって未知数の部分が多かったのは事

実です。Macに強いという個性が強すぎた分、逆に

Windows系のスキルや技術をどの程度持っているのか

や、仮想化の実績はあるのかなど、運用現場ではいろい

ろと不安視する声があったことのも正直なところでし

た」（宮下氏）

「そこで、一気に仮想化するのではなく、段階的に切り

分けて情報基盤の刷新に着手することにしました。もち

ろん予算的な兼ね合いもありましたし、都度、パート

ナーを見直すこともできます。そうして 1 段階目とな

る情報基盤の中核・メールサーバ／認証サーバシステム

のリプレイスのRFP を開示。そこに寄せられたキヤノ

ン IT ソリューションズの提案内容を見て、心配が杞憂

だったことを気付かされました」（中山氏）

「こうして 1 段階目のメールと認証のサーバシステム

の刷新をお願いすることにしたのが 2013 年のこと。

聞けば、関西地区では初めてのプライム案件だそうで、

ある意味、それは私たちにとっても光栄なことでしたね

（笑）」（宮下氏）

運用の工夫
段階的な刷新が功を奏すことに！

　実際に仕事をしてみた印象はいかがでしたか。

「MacやWindows、LinuxのOS 混在環境からOSS

のCentOS への移行は大丈夫かとか、せっかくだから

ライブマイグレーションの機能は外せないよねとか、ゆ

くゆくはBCP対応も踏まえ複数拠点での運用体制を構

築したいだとか、私たちの要望をどんどん投げてみまし

た。正直、無理ですと断られたり、できますけど費用が

かかりますよと釘を刺されると思っていました。しか

し、営業と技術者陣の連携が取れていて、できない理由

ではなく、どうすれば実現できるかという観点で納得で

きる回答をいただけました。一緒に仕事をしていて非常

に楽しかったですね」（中山氏）

「メールと認証のサーバ仮想化を無事に果たし、次は

30数台のXserveを含む学内 38 台の大規模仮想化に

臨むことになりました。その際も、こまめに学内状況の

把握や将来展開の要求をヒヤリングし、ロードマップ化

してわかりやすく可視化してもらえました。私たちの要

件も定義してくれ、2 回にわけた仮想化の提案をいただ

きました。この 2 段階目となる VPN 関連の15 台のサー

バ移行計画の実施も 2015 年にお任せしました」（宮

下氏）

「実はこの 2 段階目の移行中に、旧システムのアプラ

イアンスが故障し、スタッフ一同青ざめる大ハプニング

がありました。新システムとはまったく関係のない障害

でしたが、私たちの窮状を見て即座に動き、スケジュー

ル調整をしながら仮想化したシステムを一部先行して

稼働させるなど柔軟に対応していただきました。この辺

りは場数を踏んだ SIer の実力を見せつけられた思いで

す」（中山氏）

取り組みの成果
新たな頼れるパートナーを得たと実感

　2段階目を経て仮想化の成果はいかがでしょう。

「まだ全体の約半分程しか仮想化できていません。実質

効果の恩恵を受けるのはこれからでしょうね。ただ、残

りの仮想化や将来展開に大きな希望を持てたのは事実

です。たとえば、外部のデータセンターをレンタルする

とか、アセットとして持つ小規模なUCSサーバを別の

キャンパスに据え付けるなどして、クラウド越しに死活

監視できる体制も構築できそうです。災害時など何か大

きなトラブルに遭遇しても、すぐ自動で切り替わる仕組

みは早急に確立したいですね」（中山氏）

「キヤノン IT ソリューションズの SE 陣とは、とても

話が合いました。細かく説明しなくても、システムの現

況を話すだけで、“ということは、こんなところで困っ

ているんじゃないですか”と的確にアドバイスしてくれ

る。大学の中の業務に関する知見やノウハウをしっかり

持つエンジニアが多く、相談のし甲斐がありました。頼

りになるパートナーが一つ増えた感覚です」（宮下氏）

将来の展望
多様性ある情報基盤へ昇華させ学生貢献

　最後に今後の課題や展望についてお聞かせください。

「学生のマルチデバイス環境への対応、統合データベー

ス、e ポートフォリオ導入など、将来的に多様性ある情

報基盤へ発展させるのが最終目標です。その点について

相談した際にも、in Campus Series という独自開発
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のソリューションを提案いただきました。自社ブランド

製品を持っているということは、実はその時はじめて知

りました。今後は総合SIerとしてのキヤノンITソリュー

ションズの認知度が上がることで、関西や西日本でもさ

らに多くの実績を築いていけるだけのポテンシャルが

充分にあるのではないかと思います。同時に私たちも京

都女子大学の認知度アップに努め、社会から“京女ここ

にあり”と認められる大学を目指します。お互い今回の

プロジェクトが、その起爆剤になれればいいですね」（情

報システムセンター 課長 瀬尾 浩氏）
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仮想化サーバ
UCS B200M3×4

ストレージ装置
Netapp FAS8020A

L2 スイッチ
Catalyst 2960

管理サーバ
UCS C220 M4

L2 スイッチ Catalyst 2960

L2 スイッチ Catalyst 3750G

既存仮想環境

Internet 用 FW

L3 スイッチ Nexus 3524

コアスイッチ Catalyst 6504
10Gbps
1Gbps

DMZ スイッチ
CentreCOM GS5924

新規導入範囲

システム概念図

目の前の課題解決をはじめ、将来を見据えた拡張性と可用性も仮想化で実現
旧情報基盤に紐付く合計38台分の物理サーバを、仮想化技術の活用により、6 台の物理サーバに集約しま

した。これにより、ハードウェア設置スペースといった物理環境の縮小、それに伴う運用コストの削減、ト

ラブル発生時にサービス停止を伴わない高可用性など、様々なメリットが得られます。

関西初のプライム案件として引き続き京都女子大学の仮想化を支援！

第3 段階で残り23台のサーバを移行。情報基盤全体の仮想化が実現すると同時に、その上へ統合データベー

スや e ポートフォリオを載せていく計画があります。そのフェーズでもしっかりお手伝いを果たし、自社製

品のin Campus Seriesなどのご提案も含め、トータルソリューションの提供による貢献を志します。


